
　
　
　

　

旧
石
器
時
代
の
腰
岳
の
黒
曜
石
利
用

　
先
史
時
代
に
石
器
の
素
材
と

し
て
極
め
て
有
用
で
あ
っ
た
腰

岳
の
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石
は
、
九
州
内
各
地

の
数
多
く
の
遺
跡
で
出
土
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
遠
く
は
沖

縄
本
島
や
朝
鮮
半
島
に
持
ち
出

さ
れ
て
い
た
例
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
原
産
地
で
あ
る
腰
岳
周

辺
の
遺
跡
で
の
出
土
状
況
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
旧
石
器
時
代
の
腰
岳
周
辺
の

主
な
遺
跡
の
一
つ
に
、
小こ

ぎ木
原わ

ら

遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
小
木
原
遺
跡
は
、
腰
岳
の
北

西
側
中
腹
・
標
高
２
０
０
㍍
前

後
に
あ
る
、
約
２
万
７
０
０
０

年
前
〜
１
万
９
０
０
０
年
前
の

も
の
で
す
。
８
０
０
０
点
近
く

あ
る
出
土
遺
物
の
多
く
は
、
石

器
製
作
の
過
程
で
生
ず
る
不
定

型
な
剥は

く
へ
ん片
と
砕さ

い
へ
ん片
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
定
型
的
な
石
器

は
、
わ
ず
か
31
点
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
出
土
遺
物
の

ほ
と
ん
ど
が
石
器
製
作
の
過
程

で
生
ず
る
『
か
け
ら
』
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

特
徴
は
、
良
質
な
石
器
石
材
原

産
地
に
特
有
の
傾
向
で
す
。
こ

れ
は
、
古
く
か
ら
人
類
が
黒
曜

石
を
手
に
入
れ
、道
具
を
作
り
、

ほ
か
の
地
域
に
持
ち
出
す
た
め

に
腰
岳
や
そ
の
周
辺
地
域
に
来

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

↑小木原遺跡から出土した黒曜石

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
腰
岳
と
黒
曜
石
シ
リ
ー
ズ
③

『
肥
前
窯
業
圏
』
が
日
本
遺
産
に
認
定

大
川
内
山
や
旧
犬
塚
家
住
宅
な
ど
が
認
定

　
佐
賀
・
長
崎
県
と
伊
万
里
市
、

有
田
町
な
ど
６
市
２
町
で
構
成
す

る
『
肥
前
窯
業
圏
』
が
、
４
月
25

日
、『
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と
　
肥

前
』
と
し
て
文
化
庁
の
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
遺
産

は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色

な
ど
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を

認
定
・
支
援
す
る
も
の
で
、
平
成

27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
市
に
お
い
て
は
、
大
川
内

鍋
島
窯
跡
、
大
川
内
山
、
旧
犬
塚

↑大川内山の町並み

家
住
宅
、
旧
戸と

と渡
嶋し
ま

神
社
灯と
う
ろ
う籠
・

手ち
ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
（
伊
萬
里
神
社
）、
茅か
や
の
た
に

ノ
谷

１
号
窯
跡
（
松
浦
町
）
な
ど
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑旧犬塚家住宅（現・
市陶器商家資料館） 国は、平成 11 年６月に施行された『男女共同参画社会基本

法』の理解を深めるため、毎年６月 23 日から 29 日までを『男
女共同参画週間』と定めています。今年度のキャッチフレー
ズは、『意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。』。
これは、『旧来の労働慣行や意識を変え、女性も男性も多様な
暮らしや働き方が可能な社会を作るためのキャッチフレーズ』
として公募により選ばれました。これまで男性目線で考えて
いたことに発想の転換が生まれ、女性が活躍できる社会を作
ることにより、活力ある地域づくりが期待されます。男性と
女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性
と能力を発揮できる『男女共同参画社会』を実現するためには、
国や県、市だけでなく、皆さん一人一人の取り組みが必要です。

６月 23 日（木）～ 29 日（水）は

〜 意識をカイカク。男女でサンカク。
社会をヘンカク。〜

『男女共同参画週間』です

市では、誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会を実現し、
未来の子ども達に引き継ぐため、４月に『伊万里市男女協働参
画を推進する条例』を施行しました。市は、この条例により暮

らしの中に男女協働参画が根付いていくことをめざしています。

市がめざす男女協働参画社会
・みんなの人権を尊重します　　　　  ・家庭でも社会でも支え合います
・性別で役割や行動を決めつけません  ・心と体の健康を大切にします
・男女が一緒に考えて決定します　　  ・差別や暴力を許しません

● 問合先　男女協働推進課男女協働推進係（☎㉓２１１５）

市がめざす男女協働参画社会
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